
文

章
・

文

体

昭
和
五
五 、
五
六
年の
刊
記の
あ
る
こ 、
二
例
外
を
ふ
く
む) 、
文
章・
文

体に
関
す
る
著
書
二ハ 、
論
文
約
七
O
編
を
取
上
げ 、
次の
四
項
目
に
分け
て

記
述
す
る 。

付
文
章・
文
体の
原
理
的 、
体
系
的
研
究

∞
文
章・
文
体の
通
史
的
研
究

白
類
型
別の
文
章・
文
体の
研
究

偶
作
品・
作
家
別の
文
章・
文
体の
研
究

分
類
は
便
宜
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い 。
ま
た
二
項
目
以
上に
ま
た
が
る
も

の
も
あ
る 。
し
か
し

各
著
書・
論
文の一
往の
位
置
付
け
に
は
な
り
得
る
と
恩

・つ 。

て

文
章
・

文
体
の
原
理
的、

体
系
的
研
究

ζ
と
で
は
文
法
論
的
な
文
章
研
究
(文
章
論)
・

文
体
論・
文
章
心
理
学・

表
現
論に
関
す
る
研
究
を
取
上
げ 、
そ
れ
らに
関
する
歴
史
的
考
察と
み
な
さ

れ
る
もの
を
加
え 、
文
章
作
法
蓄に
ふ
れ
る 。

文
法
論
的
な
文
章
研
究で
は 、
長
田
久
男
氏
『
国
語
連
文
論(
上)・(
下)」

(私
家
版 、
昭
日
・
6)
が
あ
る 。
連
文
を
対
象
と
し
て 、
そ
の
中に
存
在の

仮
定さ
れ
る
透
文
法
則
を
見
出
し 、
そ
の
法
則
に
基づ
い
て
迫
文の
成
立
を
説
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金

岡

孝

明
す
る
体
系
を
論
述
し
た
も
の
で 、
連
文教
育の
実
践に
支
え
ら
れ
た
研
究の

集
成
で
あ
る 。
同
氏に
は
文
章の
成
立 、
統一 、
構
造 、
構
成
を
考
察
し
た

『
国
語
文
章
論
仮
説』(私
家
版 、
昭日・
ロ)
も
ある 。
連
文の
問
題
を
扱っ
た

も
の
で
は 、
野
村
真木
夫
氏
「
述
文
論の
た
め
の
方
法
試
論

|現代日本語感党

文を視座として
|l」(北

海道
大
学
『
国
語
国
文
研
究』
昭日・
2)
は 、
連
文

域
(任
意の一
文
の
近
傍の
文
巡
続
体)
の
中
で
の
感
覚
文
(悲シ
イ 、
ホシ

ィ 、
残
念
ダ
な
ど
の
用
言に
よっ
て
構
成
さ
れ
る
文)
の
位
置
付
け
を
問
題に

し
て
い
る 。
ま
た
林
四
郎
氏
「文
章
論と
修
辞
学」
(『筑
波
大
学
文
芸・
言
語

学
系
紀
要』
昭
日
・
3
発
行)
は 、
漢
文
修
辞
学
で
い
う 、
頂
針
回
帰 、
お
よ

び
字
限と
伏
筆
を
取
上
げ 、
そ
れ
ら
が 、
文
章
中の
各
文
が
もっ
承
前
性・
始

発
性・
転
換
性の
シ
ス
テム
の
問
題
に
もつ
な
が
る
乙
と
を
指
摘
し
て
い
る 。

文
章
論 、
特
に
連
文の
問
題
に
関
係の
あ
る
論で
あ
る 。
ほ
か
に 、
「乙
と
ば」

の
単
位
体と
し
て
の
文
章
と
「
言翠巴
の
単
位
体と
し
て
の
文の
区
別
を
論じ

た 、
梅
原
恭
則
氏
「乙
と
ば
の
単
位
体

||文章と文につい
て
|l」

(東
洋
大
学

文
学
部
『
文
学
論
議』
日)
が
あ
る 。

文
体
論で
は 、
中
村
明
氏
「
文
体の
標
準
と
は
何
か(上)・(
下)」
(『文

学』
昭日・
9 、
日)
は 、
文
体の
標
準
を
設
定
すべ
き
条
件と
し
て 、
付
使

用
言
語の
性
格 、
口
書き
手の
属
性 、
白ジ
ャ
ン
ル
の
特
性 、
伺
(諸ジャ
ン



体

ル
の
う
ち 、
小
説に
限
定
し
た
場
合の)
小
説の
種
類・
流
派・
作
家の
文
体 、

同
個
人
の
広が
り
を
考
え 、
氏
自
身の
を
ふ
く
め
て
諸
家
の
研
究・
調
査
を
ふ

ま
え
な
が
ら 、
以
上の
諸
条
件
を
検
討
し
た
結
果 、
文
体の
標
準
は 、
条
件の

細
分
化
と
文
章の
要
素
(文
章
の
形
態
的
特
徴の
あ
ら
わ
れ
る
部
面 、
た
と
え

ば
、

発
想 、

作
品
構
成 、

視
点
の
構
造 、

文
章
展
開 、

修
辞

、

用
字 、

用
語
な

ど)
の
格
備・
充
実が
進
む
につ
れ
て 、
各レベ
ル
で
の
輪
郭
を
次
第に
濃
く

し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
結ん
で
い
る 。
お
よ
そ
文
体
を
決
定
す
る
条
件
と
し
て

想
定さ
れ
る
も
の
の 、
ほ
と
ん
ど
と
いっ
て
よ
い
もの
を
取
上
げ
て
仔
細に
検

討
し
た
も
の
で 、
論
文の
テ
!?

と
は
別に 、
文
体
研
究の
手
引
き
と
し
て
も

役
立つ
論
文
で
あ
る 。
な
お
同
氏
の
「
文
体と
し
て
の
視
点」
(『言
語
生
活』

昭
防・
6)
は 、
文
章
表
現の
視
点
を 、
叙
述
視
点と
そ
れ
を
支
配
す
る
創
作

視
点
と
に
区
別 、
創
作
視
点の
個
性
が
文
体と
し
て
姿
を
表
わ
すζ
と
を
実
例

に
よっ
て
説い
た
も
の
で 、
右
の
論
文の一
部に
もつ
な
が
る
も
の
で
あ
る 。

文
章
心
理
学に
関
す
る
もの
で
は 、
波
多
野
完
治
氏
に
新
著
『
説
得の
文
章

心
理
学

||マスメディア時代のレトリァク
ll』(

筑
摩
書一民 、
日・
5)
が
あ
る 。

「レ
ト
リッ
ク
は
言
語の
本
質
的
な
は
た
ら
き
で
あ
り 、
そ
れ
な
し
で
は 、
人

間の
言
語
活
動
が
不
可
能に
なっ
て
し
ま
う
よ
う
な 、
そ
う
い
う
作
用
な
の
で

あ
る」
と
い
う 、
昔の
死
滅
し
た
レ
ト
リッ
ク
と
は
区
別
さ
れ
る
「
新
し
い
レ

ト
リッ
ク」
観に
立っ
て 、
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
と
説
得の
問
題
を
論じ
て

い
る 。
ま
た
相
関
論
か
ら
発
展
し 、
心
理
学の
分
野で
発
達
し
た
因
子
分
析
法

を
扱っ
た 、
安
本
美
典・
本
多正
久
両
氏
の
共
著
『
因
子
分
析
法』
(培
風
館 、

昭
日・
9)
は 、
かつ
て
『
数
理
科
学』
に
連
載
し
た 、
文
科
系の
た
め
の
因

子
分
析
法入
門
を
基に
し
て 、
加
筆 、
整
理
し
た
も
の
で 、
因
子
分
析
法の
歴

史 、
応
用
例 、
因
子
分
析
法に
よ
る
現
代
作
家
の
分
類な
ど
を
扱っ
て
い
て 、

文
章
心
理
学や
文
体
論の
研
究に
役
立
て
ると
と
が
で
き
る 。

章・文文

表
現
論の
分
野
で
は
江
湖
山
恒
明
氏
の
新
著
『
国
語
表
現
論の
構
想』
(明

治
書
院 、
昭日・
5)
が
あ
る 。
昭
和三
O
年の
旧
著
『
国
語
表
現
論

|文芸

作品の表現研究』
で一不
さ
れ
た
基
本
問
題
を
補
強
す
る
意
図で
舎か
れ
た
も
の
で

あ
る 。
氏
の
国
語
表
現
論
は
対
象
を
はっ
き
りと
文
芸
作
品に
限
定
し
て
い
る

が 、
文
芸
作
品
と
そ
の
用
語に
関
す
る
理
論に
基づ
い
て 、
和
歌
の
表
現の
特

色
と
万
葉
集の
表
現
上の
問
題
を
論じ
て
い
る 。
な
お
表
現
学
会が
名
古
屋
で

の
例
会
が一
O
O
回
をこ
え
た
(乙
の
間一
五
年)
の
を
記
念
し
て 、
今
井
文

男
氏
編
『
表
現
学
論
叢』
(中
部
日
本
教
育
文
化
会 、
昭日・
7)
を
刊
行 、

論
文二
五一納
を
収
め
て
い
る 。
乙
の
中
で
本
項に
関
す
る
もの
で
は 、
表
現
主

体
と
表
現
対
象
と
の
距
離
の
問
題
を 、
蕪
村の
句
を
例
と
し
て
考
察
し
た 、
今

井
文
男
氏
「
表
現に
お
け
る
距
離
と
その
生
成
過
程」
が
見
ら
れ
る 。

次に 、
甲
斐
睦
朗
氏
「
文
章
論
成
立
史の
試
み
|時

義記著『文章研究序鋭』

を中心K
ll」

(『表
現
学
論
議』)
は 、
時
枝
誠
記の
文
章
論の
もつ
意
義
と
問

題
点
を 、
特に
『
文
章
研
究
序
説』
を
中
心に
し
て 、
文
章の
研
究
史
的
観
点

か
ら
考
察
し
た
も
の
で 、
時
枝
文
章
論
を
欧
米
か
ら
移
入
さ
れ
た
修
辞
学ゃ 、

そ
れに
従っ
た
作
文
法 、
お
よ
び
解
釈
学な
ど
と
比
較
し
て 、
そ
の
相
違
点
を
指

摘
す
る
と
と
も
に 、
中
に
は
そ
れ
らの
見
方に
通
ず
る
もの
が
見
出
さ
れ
る
と

解
し
て
い
る 。
ま
た
工
藤
進
思
郎
氏
「
藤
井
高
尚の
文
章
論
ll「文のしる

ご

と「伊勢物語新釈」
を中心として
||」

(『表
現
研
究』
昭
日
・
3)
は
「
文の
し

るべ」
で
重
視
さ
れ
て
い
る
文
章の
通
達
性
や
中
古
体
規
範
説
が
「
伊
勢
物
語

新
釈」
の
校
訂
態
度に
も
反
映
し
て
い
るζ
と
と 、
と
の
蓄が
中
古
文
を
読
み

習
う
た
め
の
指
南
書
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
るζ
と
を
指
摘
す
る 。
以
上

二
編
は
文
章
論 、
文
章
観の
歴
史
的
考
察と
み
な
すこ
と
が
で
き
る
と
思
う 。

文
章
作
法
書
に
は 、
大石
初
太
郎
氏
著
『
文
章
批
評』
(筑
摩
書
房 、
昭日­

U)
が
あ
る 。
新
聞・
雑
誌
な
ど
の
文
章
を
素
材
と
し
て 、
文
章
上の
欠
陥
を
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具
体
的に
指
摘
し 、
そ
の
改
善
法
を一不
す
と
と
も
に 、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の

名
文
を
あげ
て 、
名
文の
条
件
を
説い
て
い
る 。
な
お 、
中
村
明
氏
「
文
章
作

法
警の
展
望」
(『言
語
生
活』
昭
日
・

日)
は 、
明
治
以
降の
文
章
読
本
と
称

す
る
本
を
は
じ
め
と
す
る
数種の
文
章
作
法
蓄
を
紹
介
し
て 、
乙
の
種の
木に

対
す
る
期
待
を
述べ
て
い
る 。

二
、

文
章
・

文
体
の
通
史
的
研
究

文
章・
文
体の
歴
史
的
研
究の
多
く
は 、
類
型
的
な
文
章・
文
体
を
対
象と

し
た
研
究
と 、
作
品・
作
家
を
対
象と
し
た
個
別
的
な
研
究で
ある 。
そ
れ
ら

は
次
項
以
下で
取
上
げ
る
と
と
と
し
て 、
と
と
で
は
通
史
的
な
研
究と
み
な
す

乙
と
の
で
き
る
著
書
を
取
上
げ
る 。

渡
辺
実
氏
『
平
安
朝
文
章
史』
(東
京大
学
出
版
会 、
昭
日
・
7)
は 、
竹

取
物
語
か
ら
大
鏡に
至
る一
二
の
仮
名
文
学
作
品の
文
章
を
分
析
し
て 、
平
安

朝
文
章の
創
造 、
成
熟 、
終
結
と
い
う
歴
史の
流
れ
を
構
成 、
記
述
し
た
もの

で 、
広
く
諸
家の
説
を
取
捨
しつ
つ 、
多
年に
わ
た
る
氏の
研
究
を
集
成
し
て

い
る 。
具
体
的
な
言
語の
行
為
は
作
者
に
よ
り
作
品に
よっ
て
異
な
る 、
と
い

う
観
点の
故
に 、
分
析の
方
法
は 、
ほ
と
ん
ど
作
品ご
と
に
異
な
る
と
いっ
て

よ
い
く
ら
い
に
多
角
的で
あ
る 。
次
に
文
字
研
究の
立
場
か
ら
文
章
史に
も
関

連
す
る
もの
に 、
築
島
裕
氏
著
『日
本
語の
世
界5
仮
名』
(中
央
公
論
社 、

岡田
・

ロ)
が
あ
る 。
主
と
し
て
現
存
す
る
資
料・
文
献に
よっ
て 、
文
字
使

用
の
起
源
と
発
達
を
跡づ
け
な
が
ら 、
平
仮
名
文・
漢
字
片
仮
名
交
り
文・
片

仮
名
専
用
文の
成
立
と
発
達
を
記
述
し
た
もの
で
あ
る 。
な
お 、
野
口
武
彦
氏

著
『日
本
語の
世
界日
小
説の
日
本
語』
(同 、
昭
日
・

ロ) 、
杉
本
秀
太
郎

氏
著
『
日
本
語の
世
界U
散
文の
日
本
語』(
問 、
昭
日・
2)
に
も 、
文
学
研
究

の
立
場
か
らで
は
あ
る
が 、
文
章
史
的 、
文
体
史
的
記
述
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る 。

、

類
型
別
の
文
章
・

文
体
の
研
究
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は
じ
め
に 、
と
れ
か
らの
文
章・
文
体の
研
究に
貢
献
す
る
と
思
わ
れ
る
資

料
的
研
究
と
し
て 、
築
島
裕・
小
林
芳
規
両
氏
共
編
に
よ
る
『
齢
制
献
啓一一
教
指

帰
注総索引及び研究』
(
武
蔵
野
書
院 、
昭防・
2)
を
取
上
げ
る 。
中
山
法
華

経
寺に
伝
存
す
る三
教
指
帰
注
は
院
政
末
期 、
遅
く
と
も
鎌
倉
初
期
を
降
ら
な

い
時
期の
書
写で 、
そ
の
本
文
を
影
印・
翻
刻
し
た
もの
に 、
そ
の
用
語
と
漢

字
の
総
索
引
を
加
え 、
さ
ら
に
研
究
論
文
六編
を
添
えた
も
の
で 、
中
世
以
降

の
片
仮
名
交
り
文の
研
究に
多
くの
新
資
料
を
提
供
す
る
もの
で
あ
る 。
な
お

片
仮
名
交
り
文の
資
料
的
研
究に
は 、
小
林
芳
規
氏
に 、「一回向
山
寺
経
蔵の
鎌
倉

時
代の
典
籍に
つ
い
て」
(『高
山
寺
山州
知
文
替の
研
究』
昭日・
ロ) 、
「
石
山

寺
蔵の
片
仮
名
交
り
文の
諸
資
料に
つ
い
て」
(『鎌
倉
時
代
語
研
究』
昭
日・

5)
が
あ
る 。

平
安
時
代の
物
語
文の
研
究で
は 、
草
子
地
を
め
ぐる
論
が
自
につ
く 。
板

木正
純
氏
「
源
氏
物語
草
子
地
試
論」
(『
武
庫
川
国
文』
げ)
は 、
源
氏
物
語

の
草
子
地に
見
ら
れ
る 、
語
り
手と
作
中
人
物の
時
間
的・
空
間
的・
心
理
的

距
離
を 、
草
子
地の
各
文
末
誇
の
使
用
度
数
を
手
が
か
りに
し
て
論
じ
て
い

る 。
草
子
地
論
は
語
りの
論と
も
表
裏
す
る
が 、
栗
原
裕
氏
「
八
か
た
り〉
を

読
む」
(『表
現
研
究』
昭
日
・
9)
は 、
語
りの
系
列の
中
で
物
語
音
読
論

を
と
ら
え
た
上
で 、
源
氏
物
語の
草
子
地
を
検
討 、
玉
上
琢
弥
氏の
物
語
音
読

論
に
修正
を
加
え 、
さ
ら
に
草
子
地
が
段
階
的 、
重
層
的に
生
成
し
て
い
く乙

と
を
論
じ
て
い
る 。
同
じ
く

語
り
と
の
関
連
で
は 、
中
世に
な
る
が 、
安
田
章

氏
「
語
りの
表
現
機
構

|1中世の場合
|」

(『
表
現
研
究』
昭日
・
9)
は 、

天
草
本
平
家
物
語
に
語
り
の
形
式「・・・
タ
ト

申ス」 、「:・・
タ
ト

キコ
エ
タ」

の
認
め
ら
れ
るζ
と 、
ま
た一
条
兼
良の
「
中
容王
物
語」
に
も
同
様の
表
現



休

の
認
め
ら
れ
る
ζ
と
を
指
摘
し
て
い
る 。
石
田
穣二
氏
「
物
語の
大
尾の
形
式

について」(東洋大学文学部『文学総裁』
日)
は 、
?とぞ本に」
とい

う
形
を
基
本
と
す
る
物
語
の
結
びの
形
式
は 、
作
者の
自
記に
か
か
る
もの
で

あ
る
乙
と
を
確
認
し 、
そ
れ
が
物
語だ
け
で
は
な
く
日
記
随
筆
な
どの
大
尾
に

も
広が
る
と
い
う
考
え
を 、
源
氏・
鯖
蛤
な
ど
につ
い
て
諸
本の
検
討
を
経つ

つ
述べ
て
い
る 。
ま
た
古
注
釈に
見
ら
れ
る
草
子
地の
概
念
を
検
討
し
た
もの

に 、
柏
原
司
郎
氏
「『
地の
文』
と
『
会
話
文』
と
は
対
語
か」
(北
海
道
教
育

大
学
『語
学
文
学』
路) 、
弁
爪
康
之
氏
「
古
注に
お
け
る
『
草
子
地』
概
念

の
拡散現象

|注釈者の態度及び注釈官官形成
虫刀法とのかかわり
l」(広島文

教

女
子
大
学
『文
教
国
文
学』
8)
が
あ
る 。
な
お 、
清
水
好
子
氏の
新
著
『
源

氏
物
語の
文
体
と
方
法』
(
後述)
に
は
未
発
表
論
文
「
草
子
地
か
らの
考
察」

が
加
え
ら
れ
て
い
る 。
草
子
地
は
視
覚
的
な
場
面
を
巻々
の
頂
点と
し
て
成
り

立つ
源
氏
物
語
に
もっ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
表
現の
方
法で
あっ
た
と
す
る 。
な

お 、
池
田
和
臣
氏
「
語
り
や
草
子
地
は
作
品
形
成に
い
か
に
か
か
わ
る
か」

(『
国
文
学 、
解
釈
と
教
材の
研
究』
昭
日・
5)
も
草
子
地
論か
ら
す
る
源
氏

研
究の一
例
で
あ
る 。
物
語
文の
研
究
で
は 、
ほ
か
に 、
神
谷
か
を
る
氏
「
物

語文章と指示一諾」(大阪大学文学部『語文』
鈎)
がある 。
指示語の

使
用
度
数が 、
竹
取・
伊
勢・
大
和・
平
中
な
ど
の
地の
文
は 、
コ
〉
ソ
〉
カ

の
順
(落
窪・
源
氏
は 、
コ
〉カ
〉ソ
の
順)
で
あ
り 、
そ
れ
は
歌
物
語・
作

り
物
語の
会
話
文
と
同
じ

傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
う 。

次に 、
平
安
時
代の
和
歌・
和
文・
漢
文
訓
読
文の
三
種に
用
い
ら
れ
て
い

る 、
受
身
と
伎
役
の
助
動
詞の
使
用
量
を
調
査
し
た
もの
に 、
大
坪
併
治
氏

「
平
安
時
代に
お
け
る
受
身
と
伎
役の
助
動
詞の
文
体
論
的
研
究」
(『
国語
学』

問)
が
あ
る 。
和
歌
で
は
受
身
が
使
役
よ
り
多
く 、

和
文で
は
受
身
と
使
役
が

相
半
ば
し 、
漢
文
訓
読
文で
は
使
役
が
受
身
よ
り
多い
とい
う
事
実
を
指
摘
し 、

主主・文文

乙
の
よ
う
な
事
実の
原
因
を
考
察
し
て
い
る 。
な
お乙の
論
文に
導
か
れ
た 、

山
下
裕
美
氏「『
今
昔
物
語』
に
お
け
る
受
身
と
使
役の
助
動
詞の
文
体
論
的
考

察」
(『
大
谷
女
子
大
国
文』
昭
日・
3)
は 、
天
竺
鰐・
震
旦
筋
と
本
朝
筑
前

半と
本
朝
篇
後
半の
三
部
につ
い
て
同
様の
調
査
を
行っ
た
もの
で
あ
る 。

説
話
文
学の
文
章
を
扱っ
た 、
高
橋
敬一
氏
「
説
話
文
学の
文
章

|助動詞

の相互承接よりみたる性格
ll」

(『
福
岡
女
子
短
大
紀
要』
昭缶-
U)
は 、
助

動
詞
の
相
互
承
接に
お
け
る
漢
文
訓
読
文
と
和
文
との
対
立
を
手が
か
り
に 、

助
動
詞二
種の
相
互
承
接の
種
類と
その
使
用
度
数
を 、
説
話
文
学作
品
六と

和
文
作
品
七につ
い
て
調
査
し
て 、
相
互
に
共
通
す
る
もの
五
0
種
類 、
和
文

作
品
だ
け
の
もの一
五
種
類 、
説
話
文
学
作
品
だ
けの
も
の
八
種
類と
い
う
結

果
を
得
て
い
る 。

明
治
期の
文
章
を
扱っ
た
もの
で
は 、
漢
字
語に
付さ
れ
た
振
仮
名
を
手が

か
り
に
口
語
文の
成
立
時
期
を
考
察
し
た 、
丹
治
芳
男
氏「
口
語
文の
成
立
時
期

につ
い
て

||明治時代の新簡を
資料として
ll」

(『中
央
大
国
文』
昭日・
3) 、

小
学
校の
教
科
書
を
資
料に
し
て
明
治
普
通
文の
性
格
を
考
察
し
た 、
岡
本
勲

氏の「
明
治
期の
教
科
書の
文
体

|小学校地理について
|」(『中

京
大
学文
学

部
紀
要』
昭
日・
7)
と
「
明
治
文
語の
助
動
詞の
位
相」
(問 、
昭日・
日)

と
が
あ
る 。
岡
本
氏の
は
と
もに 、
教
科
書の
文
章に
常
用さ
れ
る
助
動
詞の

用
法
を
検
討
し
て 、
そ
の
文
体
が
次
第に
簡
略
化 、
単
線
化の
傾
向
を
強め
て

い
くと
と
を
論
じ
た
もの
で
あ
る 。
ま
た 、
い
わ
ゆ
る
欧
文
脈に
関
す
る
もの

に 、
木
坂
基
氏「
近
代
文
章
史に
お
ける
欧
文
脈の
問
題

|自然描写の中の欧文

脈
||」(『表現研究』

昭日・
8) 、
由問中康男氏「近代文章史に
おける

欧
文
脈の一
考
察」
(同)
が
あ
る 。

次
に 、
比
喰に
関
す
る
論
が
若
干自
につ
く 。
次
項に
入
れ
るべふむ
もの
も

と
と
で
ふ
れ
る
ζ
と
に
す
る 。
比
喰の
原
理
的
研
究
で
あ
る 、
三
宅
雅
明
氏
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「
字
義
と
メ
タ
フ
ァ
!
と
の
あい
だ
|言語表現論に求めるもの
|l」

(『表
現
研

究』
昭
日・
9)
は 、
メ
タ
フ
ァ
l

(比
磁
語)
と
字
義
と
の
対
比
を
通
じ
て

メ
タ
フ
ァ
l

の
検
討
を
すべ
き
だ
と
し 、
メ
タ
フ
ァ
l

の
理
論
が
言
語
表
現
論

の
内
部
に
と
り乙
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る 。
同
氏
に
は
比
轍
表
現
論

を
樹立
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
るべ
き
言
語
理
論
(
記
号
論・
怠
味
論)
を
構

造
的
な
立
場か
ら
整
備
し
よ
う
と
す
る
「
比
喰
表
現
論(上)(
中
ご
(『大
阪
府

立
大
学
紀
要』
昭日・
3)
が
あ
る 。
ま
た 、
比
喰
と
換
喰に
関
す
る
ヤコ
プ
ソ

ン
理
論
(「言
語
の
二
つ
の
函と
失
語
症の
二
つ
の
タ
イ
プ」)
に
立っ
て
換
輸

を
考
察
し
た 、
倉
田富山
介
氏
「
換
喰
と
日
本
人の
レ
ト
リッ
ク
||理論と解釈を

めぐって
||」

(札
幌
商
科
大
学
『論
集』
回)
が
あ
る 。
作
品
別
の
研
究
に
な

る
が 、
半
沢
幹一
氏
「
万
葉
比

重厚
説

||直喰の認定と表現形式
-|」

(『共

立
女
子
大
学
文
芸
学
部
紀
要』
昭
日
・
2)
は 、
万
葉
集の
直
喰
表
現
の
指

標
と
な
る
も
の
六
種
の
用
例
数
を
長
歌・
短
歌
別
と
巻
別に
調
査
し
た
も
の 。

ま
た 、
山口
仲
美
氏
「文
体
論の
新
し
い
課
題」
(『
国
文
学 、
解
釈と
鑑
賞』

昭
日
・
5)
は 、
源
氏
物
語
(和
歌
を
除
く)
の
直
喰
は 、
そ
れ
以
前の
文
字

言
語
や
後
宮に
お
け
る
日
常の
口
頭
言
語
の
影
響
を
受
けつ
つ 、
人
工
的
に 、

入
念に
作
り
上
げ
て
いっ
た
も
の
で 、
瞬
間
的 、
直
線
的 、
印
象
的な
逮
想
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
と
説
い
て
い
る 。
ほ
か
に 、
小
学
生
の
詩
を
対
象に
し

た 、
古
岩
井
嘉
蓉
子
氏
「
小
学
生
の
詩
に
み
ら
れ
る
比
喰
表
現
に
つ
い
て」

(『
文
体
論
研
究』
昭
日
・

日) 、
現
代
短
歌
に
関
す
る 、
安
森
敏
隆
氏
「
短
歌

の
文
体
と
比
喰
の
構
造

l1塚本邦雄・
前登士山中大・
寺山修司を視軸として
ll」(梅

光

女
学院
大
学
『日
本
文
学
研
究』
日)
な
ど
が
あ
る 。

回、

作
品
・

作
家
別
の
文
章
・

文
体
の
研
究

文
章・
文
体
の
研
究
は 、
も
と
も
と
隣
接
す
る
領
域に
ま
た
が
る
とこ
ろ
が

少
な
く
な
い
が 、
そ
のこ
と
は
作
品・
作
家
別の
研
究に
お
い
て
著
し
く 、

特

に
文
学研
究
者か
ら
の
発
言の
方
が
多い
く
ら
い
で 、
文
章・
文
体の
研
究
を

名
乗
る
論
文
を
拾え
ば 、
題
目
を
並べ
る
だ
け
で
も
か
な
りの
紙
数が
要
る 。

乙
と
で
は
語
学
的
処
理
を
施
し
た
も
の 、
お
よ
び
語
学
的
な
文
章・
文
体の
研

究
に
示
唆
を
与
え
る
もの
を
取
上
げ
よ
うと
思
う
が 、
題
目
だ
け
で
す
ま
す
も

の
も
少な
く
な
い
乙
と
を
お
断
り
す
る 。
以
下
ほ
ほ
時
代
順に
記
す 。

小
林
芳
規
氏
「
漢
文
の
古
訓
点
か
ら
観
た
古
事
記
の
訓
読(上)(下)」
(『文

学』
昭日
・
8 、
昭町・
1)
は 、
前
編(
よ)
は
序
文
の
訓
み
方
(
七
回の

字
句の
訓
み
方と
対
句の
訓
法)
を 、
奈
良
末
期・
平
安
初
期の
訓
法
を
部
分

的
に
伝
存
す
る 、
文
選
巻一
九
の
訓
点 、
知
恩
院
蔵
大
唐
玄
焚
法
師
啓
古
点に

基づ
い
て
定め
た
も
の
で 、
後
編(
下)
は
古
事
記
本
文
の
う
ち 、
漢
文
的
措
辞

と
し
て
の
助
字(三
字)
の
訓
み
方 、
熟字(九
語)
の
訓
み
方
と 、
漢
字
句に
対

し
て
読
添
え
ら
れ
る
テニ
ヲハ
・

形
式
語
な
ど
の
問
題
を
同
じ
く
漢
文
の
古
訓

点に
基づ
い
て
定め 、
ま
た
論
じ
て
い
る 。
恐
ら
く『古

事
記』(岩
波 、
日
本

思
想
大
系)
の
訓
注に
伴
う
研
究
か
と
思
う
が 、
古
事
記
の
文
章・
文
体の
研

究
に
とっ
て
基
礎
的
な
材
料を
提
供
す
る
もの
と
し
て
注
目
さ
れ
る 。
古
事
記

につ
い
て
は 、
口
承
時
代
の
語
りの
原
型
と
筆
録
段
階で
の
個
性
的
な
表
現
意

識
と
の
両
面
か
ら
考
察
し
た 、
戸
谷
高
明
氏
「
古
事
記
表
現
論」
(
早
稲
田
大

学
教
育
学
部
『
学
術
研
究』
却)
が
あ
る 。

次
に
塚
原
鉄
雄
氏
「認一繭
文
稿
の
史
的
座
標

|訓読史的意味と文章史的位

置
li」

(『
国垣間
国
文』
昭日
・
9)
は 、
東
大
寺識
調
文
稿の
構
文
原
理
を 、

正
格
漢
文
を
母
胎
と
し 、
正
格
漢
文
お
よ
び
漢
文
訓
読
の
変
形
と
し
て
定
着し

た
も
の
と
認
定
し 、
そ
の
文
章
様
式の
多
様
性
は
漢
文
訓
読
の
文
章
様
式が
翻

訳
文
体
と
し
て
定
着
す
る
以
前の
各
種
の
段
階
が
混
在し
た
も
の
で 、
そ
れ
は

定
着
以
後
も
私
的
な
表
現
行
動(
手控・覚
書)
に
も
存
在
し

得
た
と
推
論
す
る 。
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体

平
安
時
代の
仮
名
文
学
作
品
を
対
象
と
し
た
もの
で
は 、
塚
原
鉄
雄
氏
「
勢

語
章
段の
鎖
型
構
成

||伊勢物路の第十七段
||」

(『中
古
文
学』
昭日・
4)

は 、
冒
頭
表
現
「む
か
し」
を
欠
く
伊
勢
物
語
第一
七
段
は 、
第一
六
段の
後

半
と
み
な
す乙
と
が
で
き
る
と
と
もに 、
第一
八
段
か
ら
第二
O
段
ま
で
と
は

四
者で
章
段
連
合
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る 、
つ
ま
り
章
段の
鎖
型
構
成
を

適
用
し
た
もの
と
解し
て
い
る 。
糸
井
通
浩
氏「『
大
和
物
語』
の
文
章

ーーその

「な
りけ
り」
表
現と
歌垣間
り
||」

(『
愛
媛
国

文
研
究』
却)
は 、
大
和
物
語
の
「
な

り
け
り」
表
現
を
歌
謡
りの
背
景
と
なっ
た
状
況
に
対
す
る
新
し
い
認
識
や
見

方
を
表
わ
す
もの
と
考
え 、
さ
らに
接
続
語
「さ
て」
「か
く
て」
の
歌
語
り

と
し
て
の
機
能に
ふ
れ
て
い
る 。
大
和
物
語
で
は 、
吉
田
達
氏
「『
大
和
物
語』

一

四
七
段の
文
体
と
方
法
(
上)

||
絵
画と
歌語りとの
原
初
的
交
渉につ
いて
||」

(『
平
安

文
学
研
究』
臼) 、
「
同(
中)
|「生田

川処
女伝
承」
題詠
十首を考え
る
|」

(
周回)
が
あ
る 。
乙
の
う
ち
上
編
は 、
大
和一
四
七
段の
第一
段
落に
あ
た

る
「
生
田
川
伝
承
文」
の
表
現パ
タ
ーン

を
検
討
し 、
と
の
文
章
が
も
と
絵
画

を
随
伴
し 、
文
章
は一
種の
絵
解
き
台
本
で
あっ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮

説
を
提
示
し
て
い
る 。
鯖
始日
記に
つ
い
て
は 、
山
口
仲
美
氏
「
婿
蛤日
記 、

乙
ζ
ろ
と
こ
と
ば」
(『
国

文
学 、
解
釈
と
教
材
の
研
究』
昭
日
・

1)、
伊
藤

博
氏
「
拙開
始
日
記 、
自
然
と
の
で
あ
い」
(同
上) 、
大
倉
比
呂
志
氏
「
蛸
蛤
日

記
中
巻
の
表
現
構
造

||
鳴滝
徳りをめ
ぐっ
て
||」

(
早
稲
田
大
学
『
国

文
学
研

究』
叩)
な
ど
が
あ
る 。

源
氏
物
語
に
関
し
て
は
二
つ
の
著
書
が
あ
る 。
清
水
好
子
氏
著
『
源
氏
物
語

の
文
体
と
方
法』
(束
大
出
版
会 、
昭日・
6)
は 、
旧
稿一
四
編
(昭
和但

年
t日

年)
に
若
干の
補
訂
を
施
し 、

未
発
表の
論
文一一編
(
前
述)
を
加
え

て 、
文
体
と
表
現
方
法に
関
す
る
もの
と 、
絵
画
と
の
か
か
わ
りにつ
い
て
考

察
し
た
も
の
との
二
部
構
成に
し
た
も
の
で
あ
る 。
ま
た
甲
斐
腔
朗
氏
著
『
源

章・文文

氏
物
語の
文
章
と
表
現』
(桜
楓
社 、
限目・
9)
は 、
作
品
論・
文
体
論・
文

法
論・
語
集
論の
中
閉
鎖
域に
あっ
て 、
い
ず
れ
と
も
不
即
不
離
の
関
係に
あ

る
と
す
る 、
氏の
文
章
表
現
論の
立
場に
立っ
て 、
旧
稿二一一編に
加
筆
し 、

整
理 、
集
成
を
し
た
もの
で
あ
る 。
源
氏
物
語
に
関
す
る
論
文で
は 、
前
項で

扱っ
た
草
子
地
を
め
ぐ
る
も
の
の
ほ
か
で
は 、
源
氏
の
原
文
と
そ
の
現
代
語
訳

苔五
種
お
よ
び
現
代
小
説の
若
干
を
対
象
と
し
て 、
人
物
を
表
わ
す
語
句の
出

現
度
を
調
査
し
た 、
進
藤
義
治
氏
「
源
氏
物
語の
文
章の
性
質

|l現代語訳との

比較について
|1」

(南
山
大
学
『論
集』
4)
が
ある 。
な
お 、
国
文
学の
表
現

論の
立
場
か
ら
は 、
島
内
景二
氏
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
表
現
と
そ
の
基
盤」

(『
国
語
と
国

文
学』
昭
日・
7) 、
小
町
谷
昭
彦
氏
「
表
現
論
か
ら」
(『
国

文

学 、

解
釈
と
鑑
賞
』

〈
新
し
い
研
究
飢
域
は
ど
と
に
あ
る
か
〉
昭
防
・

5
)

な

ど
が
あ
る 。

和
泉
式
部
日
記につ
い
て
は 、
稲
葉
其二
氏
に
「『
和
泉
式
部日
記』
の
表

現
主
体

ll
作品
論の
序章
|l」

(
駒
沢
大
学
大
学
院
『
論
集』
8)
と
「『
和
泉

式
部
日
記』
の
表
現に
つ
い
ての
断
章」
(悶9)
が
あ
る
が 、
前
者
は
和
歌

と
地の
文
と
の
つ
な
が
り
を
類
型
化
し
て
示
し
た
上
で 、
「八
和
歌
〉
と
あ
り」

と
い
う
表
現
は 、
表
現
主
体の
立
場
が
作
中の
八
女〉
に
仕
え
る
侍
女の
立
場

と
し
て
設
定さ
れ
た
もの
だ
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
も
の 、
後
者
は
叙
述の

視
点
と
い
う
角
度
か
ら
前
論
を
補
強
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る 。

説
話
文
学で
は 、
A寸
昔
物
語
集につ
い
て 、
「ト
ナム
語
リ

伝ヘ
タル
卜

ヤ」

が
今
昔の
結
語
表
現の
基
本
型
(全
体の
出
%)
で
あ
る
と
と
を
指
摘
し
た 、

安
達
雅
夫
氏
「『
今士百
物
語
集』
の
結
諮「ト
ナム
語
リ

伝ヘ
タル
ト

ヤ」
に
つ

い
て
の
考
察」
(
東
京
学
芸
大
学
『中
世
文
学
論
議』
3) 、
人
物
を
表
わ
す
語

句を
激
石
の
「そ
れ
か
ら」
と
比
較
し
た 、
進
藤
義
治
氏
「
古
典
文
章
と
近

現
代
小
説
文
章
1
||人物

を表わ
す詩句と人物につ
いて
述べ
る詩句
ll」

(
南
山
大
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学
『論
集』
5)
が
あ
る 。
ま
た
大
木正
義
氏
「
沙
石
集に
お
け
る
法
語の
文

章
||係助詞の使用状況を中心K
l」

(『解
釈』
昭日・
8)
は 、
沙
石
集の
文

章
を
説
話
文
と
法
語
文に
分
け
て
係
助
詞の
使
用
状
況
を
調べ 、
法
語
文に
み

ら
れ
るコ
ソ
の
多
用 、
ャ・
カ
(疑
問・
反
語)
の
使
用
な
ど
に
教
義
を
説
く

法
語
文の
叙
述
態
度
を
見
ょ
う
と
す
る 。

中
世
で
は 、
稲
田
利
徳
氏
「西
行の
和
歌の
表
現
H

ll「tがほ」
をめぐって」

(中
四
国
巾
世
文
学
研
究
会
『
中
世
文
学
研
究』
7)
は 、
「
ー

が
ほ」
と
い
う

表
現
を
ふ
く
む
歌の
数
を
勅
撰
集と
歌
合につ
い
て
調
査
し 、
西
行の
相場
合の

特
色
を
指
摘
し
て
い
る 。
藤
掛
和
美
氏
「
お
伽
草
子の
類
型
表
現

llお伽草子

文体拾のために
||」

(『表
現
学
論
叢』)
は 、
お
伽
草
子の
作
品
群
に
共
通
し
て

見
ら
れ
る
美人の
形
容
を
は
じ
め
と
す
る
紋
切
型の
表
現
を
扱っ
て
い
る 。
ほ

か
に
岡
崎正
氏
「
議
曲の
文
体

|i『求塚』
の詞と節を中心に
|l」

(『
駒
沢
短
大

国
文』
日)
が
あ
る 。

近
世
で
は 、
島
田
勇
雄
氏の
好
色一
代
男
を
扱っ
た
「『
好
色一
代
男』
の

俳
諮
的
文
章
と一
代
型
文
章

|1
谷
脇裂
史氏の
所
論にふ
れて
|1」

(『
文
学』
昭

日・
9) 、
「『
好
色一
代
男』
の
修
辞
法
三
題」
(『甲
南
国
文』
昭日・
3)

が
自
に
つ
く 。
い
ず
れ
も
好
色一
代
男
が
あ
る
編
者に
よっ
て
長一
縮
小
説
風に

編
集さ
れ
た
もの
と
す
る 、
氏の
主
張
を
文
章
論
的
考
察に
よっ
て
補
強
し
よ

う
と
す
る
もの
で
あ
る 。
ま
た 、
野
回
寿
雄
氏
「
西
鶴
文
体の
特
徴

||古典再

開昨
悩
の
問
題

-||」
(『
帯
広
大
作
短
大
紀
妥』
昭
日・
3)
は 、
好
色一
代
男の

冒
頭
文
を
分
析
し
て
その
俳
話
的
(連
句
的)
文
体で
あ
る
所以
と
西
鶴の
独

創
性の
よっ
て
き
た
る
と乙
ろ
を
論
じ
て
い
る 。
上
回
秋
成につ
い
て
は 、
中

村
博
保
氏
「
秋
成の
文
章
と
文
休」
(『
鍛
賞
白
木
の
古
典、
秋
成
集』
昭
日
・

5)
を
は
じ
め
と
す
る
同
文
学研
究の
側
か
らの
も
の
が
あ
る 。

近・
現
代
で
は
四つ
の
著
書
が
自
につ
く 。
進
藤
咲
子
氏
著
『
明
治
時
代
語

の
研
究
ll話実と文章
11』

(明
治
容
院 、
問
団
・

日)
の
文
章
節
は 、
福
沢
諭

吉の
啓
門家
的
文
章
と
新
聞の
文
章
を
取
上
げ
て
い
る 。
旧
稿
七
編
(昭
和鈍
年

1日
年)
に
補
訂
を
加
え
た
もの 。
岡
本
勲
氏
『
明
治
諸
作
家の
文
体

|明治

文語の研究
||』

(笠
間
書
院 、
昭日・
9)
は 、
森
鴎
外
を
中心
に
北
村
透
谷・

尾
崎
紅
葉・
泉
鏡
花・
矢
野
竜
渓
らの
文
章の
性
格
を 、
助
動
詞
と
係
結の
実

態
を
も
と
に
考
察
し 、
さ
らに
明
治
普
通
文の
生
成に
お
よ
ぶ
研
究
で 、
既
発

表の
論
文一
六
編
を
中
心
に
ま
と
め
た
もの
で
あ
る 。
次に 、
磯
貝
英
夫
氏
著

『
文
学
論
と
文
休
論』
(明
治
省
院 、
昭日
・

日)
は 、
氏の
長
年に
わ
た
る
研

究の
集
成で
あ
る
が 、
文
体に
関
す
る
部
分
は 、
明
治
初
頭の
各
種
文
体に
は

じ
ま
り現
代の
諸
作
家の
文
体に
至
る
論で 、
文
体
展
開
史の
体
裁
を
な
し
て

い
る 。
ま
た 、
相
原
和
邦
氏
著
『
激
石
文
学

その
表現と思
想
-|}』

(
塙
磐
民 、

昭日・
7)
は 、
「
明
暗」
と
「
道
草」
を
対
象と
し
て 、
そ乙
に
「
矛
盾
叙

法」
と
「
対
比
叙
法」
と
称
す
る
表現
上
の
特
色
の
み
ら
れ
る
乙
と
を
指
摘

し 、
と
も
に
事
象
を
ダ
イ
ナ
ミッ
ク
に
相
対
化
し
て
と
らえ
よ
う
と
す
る
「
相

対
把
握」
で
あ
る
と
す
る 、
激
石の
文
章
表現に
関
す
る
論
を
ふ
く
む 。

近・
現
代
で
は
概
し
て
文
学
研
究
者の
手
に
な
る
論
文
が
多い 。
尾
形
国

治
氏
「『
浮
雲』
の
表
現」
(『
文
芸
と
批
評』
昭
日
・

ロ)
は 、
作
中
人
物の

対
称の
漢
字
表
記
と
作
品世
界
と
の
対
応
を
扱っ
た
もの 。
樋
口一
葉に
つ
い

て
は 、
根
岸
正
純
氏
「
雅
俗
折
衷
体と
樋口一
葉
『た
け
く
らべ』」
(『詩
と

評
論 、
黙
示
論』
4)
の 、
「
た
け
く
らべ」
に
具
現さ
れ
た
雅
俗
折
衷
休の
分

析と
解
釈 、
前
田
愛
氏
ご
葉の
文
体
を
め
ぐっ
て
|語りの構造
-|」

(『国

文
学 、
解
釈
と
教
材
の
研究』
昭日
・

ロ)
の 、
「に
ご
り
え」
最
終
章
と
「
た

け
く
らべ」
書
出
し
部
分に
見
ら
れ
る
手
法
を
論じ
た
もの
が
あ
る 。
根
岸
氏

に
は 、
田
山
花
袋の
描
写
論
は
作
品の
観
点
か
ら
締
訂
し
て
読
む
必
要
が
あ
る

と
す
る
立
場
か
ら 、
そ
の
小
説の
文
体
を‘分
析
し
た
「田
山
花
袋の
描
写
論
と
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小
説
文
体

|平面鏑写の周辺
|」(『

表
現
学
論
鍍』)
が
あ
る 。
鈴
木二
三
雄
氏

「
激
石
文
学
初
期の
文
体
研
究

|助動詞『ょう
ど
を中心に
|」(『
凶
器
関
紙ζ

と
ば
の
論
文
集』
明
治
書
院 、
昭
日・
日)
は 、
激
石
初
期の
作
品
を
対
象

に 、
直
喰
法に
関
係の
あ
る 、
助
動
詞
「
ょ
うだ」
の
用
法を
検
討
し
て 、
そ

の
適
切
な
使
用に
よ
る 、
激
石の
文
章の
的
確
さ
を
指
摘
し
て
い
る 。
乙
の
ほ

か 、
岡
崎
晃一
氏
「『トロ
ッ
コ』
の
表
到
論
的
研
究

||口頭における修辞的方

法
l'」

(『
解
釈』
昭
日
・

日) 、
鶴
谷
憲三
氏
「
太
宰
治の
『
単一
表
現』」

(『
図語
と
図
文
学』
昭日・
2) 、
下
河
部
行
輝
氏
「三
島
由
紀
夫
の
手
法

11迫叙表現について
||」

(『
文
休
論
研
究』
日・
日)
な
ど
が
あ
る 。

以
上
の
ほ
か 、
国
語
国
文
学
関
係の一
般
雑
誌で
は 、
『
国
文
学 、
解
釈
と
教

材の
研
究』
が 、「
文
体
と
し
て
の
古
典

|伝統と創造」
(昭
日・
3) 、
「
明
治

の
文
体

t|新しい言語空間を求めて
|l」

(昭日・
8)
を
特
集
し 、
『国
文
学 、

解
釈と
鑑
賞』
が
「
文
学
表
現
総
論」
(昭日
・
8)
を
特
集
し
て
い
る 。

結
び
に
代
え
て

体

文
法
論
的
な
文
章
研
究
が
時
枝
誠
記に
よっ
て
提
唱
さ
れ
て
以
来
すで
に
三

O
年
を
乙
え
る
が 、
乙
の
分
野で
は乙
の
両
年
目
立っ
た
新
し
い
業
績
は
見
受

け
ら
れ
な
い 。
抽
象
度の一向い
分
野
で
あ
る
だ
け
に
全
体
的
な
理
論
化 、
体
系

化
は
困
難
な
の
で
あ
ろ
う
か 。

文
章・
文
体の
通
史
的
研
究
をせっ
か
ち
に
求め
る
必
要
は
な
い
と
思
う

が 、
類
型
的
な
文
章・
文
体に
し
て
も 、
特
定の
作
品・
作
家の
そ
に
れ
し
で

も 、
歴
史
的
所
産で
あ
るこ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い 。
し
た
がっ
て
そ
れ
らの

研
究
は
本
来
的に
は
歴
史
的
研
究の
流
れの
中
に
位
置づ
け
ら
れ
る
は
ずで
あ

る 。
そ
う
い
う
意
味で
と
れ
らの
研
究の
背
後に
は
文
章
史・
文
体
史に
対
す

る
研
究
者の
理
念 、
あ
る
い
は
史
限
と
も
い
うべ
き
も
の
の
存
在
が
求
め
ら
れ

主主 ・ 文X 

て
当
然で
あ
る 。
そ
うい
う
期
待
に
答
え
て
く
れ
る
研
究
も
ま
た
乙
の
両
年
決

し
て
多い
と
は
い
え
な
かっ
た 。

次に 、
文
体
論
も
そ
うで
あ
る
が 、
表
現
論と
称
す
る
分
野
は 、
隣
接
す
る

研
究
領
域に
ま
た
が
る
面
が
多
く 、
も
と
も
と
文
章
研
究・
文
体
研
究
と
の
関

係
が
はっ
き
り
し
な
い
上
に 、
特
に
最
近で
は
国
文
学
研
究の一
傾
向に
表
現

論
を
呼
称
す
る
研
究
が
見
ら
れ
て 、
そ
れ
と
も
無
縁で
は
な
く 、
ま
す
ま
す正

体
が
はっ
き
り
し
な
く
なっ
て
来
た
感
が
あ
る 。

ま
た 、
文
体
論
や
表
現
論に
お
い
て 、
語
句や
表
現
形
式の
統
計
的 、
計
量

的
な
調
査
を一
方の
極
と
す
る
な
ら 、
そ
の
対
極に 、
表
現
主
体の
発
想
や
叙

述のパ
タ
ーン

を
直
感
し 、
あ
る
い
は一
語の
中
に
作
品の
主
題
や
表
現
主
体

の
創
作
精
神の
凝
縮
を
見
出
そ
う
と
す
る
よ
う
な
論
を
痘
くζ
と
が
で
き
る
と

思
う
が 、
前
者
を
か
りに
語
学
者
的
方
法と
い
う
な
ら 、
文
章・
文
体の
問
題

に
語
学
者
以
上
に
多く
の
発
言
を
し
て
い
る
文
学
研
究
者
が 、
そ
うい
う
や
り

方
に
馴
染
ま
な
い
の
は
当
然
で
あっ
て 、
い
き
お
い
論
述
が
主
観に
陥
り
や
す

く 、
ま
た
そ
の
放に
通
達
性
を
欠
い
た
も
の
も
少な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る 。

一
方
語
学
者
側の
調
査の
中に
は 、
数
盆の
処
理に
腐心
す
る
あ
ま
り 、
単
位の

認
定や
意
味・
用
法の
分
類
な
ど
で
国
語
学
的
分
析に
問
題
を
残
すも
の
も
見

受
け
ら
れ
る 。

以
上
で
蕪
雑
な
展
望
記
事
を
終
る 。
粗
家の
裁
は
免
れ
が
た
い
と閉山
う
が 、

そ
れ
は 、
筆
者の
怠
慢
は
さ
る乙
と
な
が
ら 、
い
く
ぶ
ん
は
今日
の
国
語
国
文

学
界
の
情
報シ
ス
テム
の
貧
し
さに
由
る
と乙
ろ
も
あ
ると
と
を
弁
解し
て
お

き
た
い 。

文

献
の
凶
覧
に
便
宜
を
は
か
つ

て
下
さ
っ

た
国
語
研
究
所
の
日
向
茂
男
氏
と

名
古
屋
大
学
文
学
都
の
安
田
徳
子
氏
K
お
礼
を
申
上
げ
ま
す 。

||
名
古
屋
大
学
教
授
lla
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